
単元 感染症パンデミックにおける看護・保健活動
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外来における個人・家族への支援 ～外来に発熱患者がやってくる～
項目1：保健所への相談と発熱外来受診・患者の誘導
項目2：外来看護師による緊急度のアセスメント
項目3：医師の診察・検査の支援と入院の調整
項目4：入院に関する本人・家族への説明
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入院における個人・家族への支援～感染症病床に第１号の患者受け入れ、さあ、ど
うする～

項目1：連絡が入り、感染症病床の準備を行う
項目2：患者を車椅子で外来から、病床まで連れてくる
項目3：病室での対応と患者への説明
項目4：病室を出て、PPEを脱いで、ステーションに戻りリーダーに報告

項目5：高齢者の個室入院で必要な看護問題を考える

3

施設における個人・家族への支援 ～高齢者施設（特養）で有症状者発生～
項目1：保健所等の連絡を受けて入所者の健康状態を観察し、情報を整理する
項目2：入所者の健康状態を判断する
項目3：職員の健康状態の把握と評価、スタッフの確保
項目4：対策本部の構築と検討すべき対応
項目5：急変し、死亡した入所者の家族への対応
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在宅における個人・家族への支援 ～利用者に感染者が発生？！どうしよう～
項目1：濃厚接触者がいる家庭への訪問準備
項目2：近所への配慮と感染防止対策をした家庭訪問の実施
項目3：家庭内のゾーニング
項目4：患者・家族の健康状態の把握
項目5：感染防止のための家族への指導
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保健所における個人・家族への支援 ～協力して地域への感染拡大を防ごう！～
項目1：各施設、機関から入ってきた情報の整理
項目2：積極的疫学的調査の準備・実施
項目3：濃厚接触者の特定と感染拡大のリスクの判定
項目4：関係機関・施設とのリスクコミュニケーション
項目5：濃厚接触者のモニタリング

単元 地震発生時における看護・保健活動
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発災直後～72時間以内の看護・保健活動～地震が起きた どうしよう！～
項目1：災害に関わる根拠法令
項目2：災害発生時の保健活動のフェーズ
項目3：災害対応の基本
項目4：看護活動・保健活動を開始するにあたって必要な情報

2

発災直後～72時間以内の避難所における看護・保健活動～避難所到着！ Ａさん一
家との出会い～

項目1：災害時の医療体制
項目2：医療ニーズのある対象への対応①
項目2：医療ニーズのある対象への対応②
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発災直後～72時間以内の避難所における看護・保健活動～避難所へぞくぞくと人が
やってくる どうする？～

項目1：避難所における保健福祉的トリアージおよび、そのために必要な情報
項目2：避難所における生活環境整備と倫理的配慮
項目3：危機的出来事に見舞われた人々への支援
項目4：避難所における倫理的課題への対応
項目5：リスクコミュニケーション
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72時間以降の避難所における看護・保健活動～二次健康被害を予防せよ！～
項目1：二次的健康被害のアセスメントと対応（個人）
項目2：避難所の生活環境による二次健康被害のリスクアセスメント（集団）
項目3：避難所生活での二次健康被害の予防活動（集団）
項目4：健康危機発生時の看護職／自らの安全管理・健康管理
項目5：避難所におけるケアチーム体制／リーダーシップとメンバーシップ
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受持地区における看護・保健活動～生活の再建に向けて～
項目1：応急仮設住宅の健康課題の把握と対応
項目2：復旧復興期の地区ごとの健康課題の把握と対応
項目3：災害対応の振り返りの意義

令和5年度文部科学省委託事業「感染症などの健康危機管理に対応できる保健人材の養成のための調査研究事業」

e-learning教材のテーマおよび単元内容 ※制作中のため変更の可能性があります

今回は制作せず
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